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【上智大学戦男子部コメント】 

本日、BumBにて上智大学戦が行われました。3月の3連戦の最後、女子部にとってはリー
グ戦前の最後の試合となり、本番に向けた集大成の試合でした。午前中は男女共に70W
で8人制の試合を行いました。 

男子部としましては、先日の東京大学戦からやや点数が下がる結果となりました。3月中に
3400点を超えることができなかったことが残念に思います。エンド毎の点数を見ていくと、
赤点の45点前後を安定的に出すことができている部員は多い一方で、40点を切るエンドが
あるために点数が伸び悩んでいる印象です。今後飛躍する余地は感じられるものの、でき

れば3月までには点数を伸ばしたいところでした。次回の成蹊大学戦では勝利を目指してま
いります。 

女子部としましては、勝利とはなったものの2300点を切っており、直近のbest4と比較すると
やや低い結果となりました。連戦の中で疲れもあるのか、普段best4に入る選手の点数が
下がりがちでした。今回は東大戦から選手4名を入れ替えて臨みました。上位層が点数が
出ない中で下位層がサポートできるよう、選手の厚みをより増やしていく必要があると感じ

ました。 

雰囲気面としましては、応援の新2年生が積極的な声出しをしてくれたことで、男女子部全
体で良い雰囲気が作れたと思います。 

リーグ戦まで残りわずかとなりました。短い期間の中でもできる最大限の準備をしてリーグ

戦に臨んでまいります。 

今後とも応援の程宜しくお願い致します。 

第60期　主将　清岡冬輝 



 

【上智大学戦女子部コメント】 

3月27日、BumBにて上智大学戦が行われました。 

午前は上級生戦、午後は新2年生戦を行いました。 

午後の新2年生戦では、70mとSHの2部門をアベレージ戦で行い、結果は70mがAve.498
で13点差、SHがAve.460で5点差でそれぞれ勝利となりました。 

勝利という結果は大変喜ばしいものではありますが、個々の点数に目を向けると、思うよう

に点数を伸ばせなかった選手も多く、課題の残る試合となりました。 

しかし、新2年生全員で試合に出場できたことは貴重な経験となり、他大学との交流を深め
る良い機会にもなりました。また、本試合では、同的内にとどまらず、隣的やチーム全体へ

の声かけも見られ、非常に良い雰囲気で試合に臨むことができていたと感じています。 

今後も互いに高め合いながら、チーム全体として更なるレベルアップを目指してまいりま

す。 

今回の試合で納得のいく結果が出なかった部員は、その悔しさを今後の練習の糧にしてほ

しいと思います。今後も部員全員で2年生の成長を支えていきたいと思います。 

今後とも応援のほどよろしくお願いいたします。 

第60期　副将　黒澤ひなの 


